
広報ひとよし
NO.1070
広報ひとよし
NO.1152

次回の広報配布は５月２日（月）です。
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４月１日から市役所の組織が変わります
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17
令和２年７月豪雨からの復旧復興状況
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－
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安全・安心なまちづくりに向けて
～防災ポータルサイト～
～ライティング防災アラートシステム～
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話題をおって

22 祝日などの家庭ごみ収集カレンダー

23 スマホ決済で市税などを納付できます！
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31
情報ひろば

32
ひとよしのお仕事file
Let’s フレイル予防

33
地域防災官の命を守る話
ふるひと どぎゃんね

34
はい、こちら消費生活センターです
保健センター子育て通信

35 教えて！ マイナちゃん／市長日記

36 わが家の愛
アイ

ドル／ようこそとしょかんへ！

37
みなさんからのおたより／ h

ヒ ト ヨ シ グ ラ ム

itoyoshigram
編集後記

38 ひとよしの情報発信・各種相談ガイド

39 休日在宅医・当番薬局・行事カレンダー

40 ひとよしくま熱中小学校第２期生募集中

※掲載している人物の写真は撮影時のみマスクを外し
ている場合があります。

春の訪れを教えてくれ
る桜が今年も市内各所
で咲き、見る人を楽し
ませています。西間下
町の道路沿いに連なる
ヨウコウザクラの鮮や
かなピンク色は、元気
を与えてくれます。

PICK UP NEWS !PICK UP NEWS !

大学生が人吉の復興について提案

オンラインで提案内容を説明（上）／被災状況や復旧・復興の現状について理解を深
めるために人吉を訪れ地元関係者の講話を聞いたり、グループで議論したりし、それ
らをもとに５つの班に分かれて提案書を作成（左下・右下）

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
本
市

の
地
域
活
性
化
や
観
光
復
興
を
題
材
に
、

昨
年
10
月
か
ら
「
課
題
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習
」
と
い
う
授
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
尚し
ょ
う
け
い絅

大
学
現
代
文
化
学
部
（
熊
本
市
）

の
３
年
生
が
、
２
月
27
日
、
人
吉
の
復
興

に
つ
い
て
松
岡
市
長
に
提
案
し
ま
し
た
。

　
「
人
吉
に
若
い
世
代
が
も
っ
と
来
る
よ

う
な
ま
ち
に
し
た
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
レ

ト
ロ
な
街
並
み
や
郷
土
玩
具
き
じ
馬
を
活

用
し
た
魅
力
づ
く
り
な
ど
、
人
吉
ら
し
さ

を
生
か
し
た
提
案
を
受
け
た
松
岡
市
長

は
、「
皆
さ
ん
が
思
い
描
く
よ
う
な
ま
ち

に
し
て
、
人
吉
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し

た
。
提
案
書
の
内

容
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▲市ホームページ
人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人

▲�試行錯誤しながら被災物件の改修に励む
小林さん

「
人
吉
が
ど
こ
に
あ
る
か
も
知
ら
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
同
じ
県
内
で
災

害
が
発
生
し
て
い
る
な
ら
、『
支
援
に
行
か

な
き
ゃ
』
と
思
っ
た
」。
豪
雨
災
害
支
援
で

人
吉
市
に
来
た
こ
と
を
機
に
移
住
し
、
今
年

２
月
に
食
堂
を
開
い
た
。

　

令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
被
害
を
知
り
、
発

災
か
ら
3
日
後
に
は
熊
本
市
か
ら
人
吉
に
駆

け
付
け
支
援
を
開
始
。
壁
や
床
剥
ぎ
な
ど
市

災
害
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
対

応
で
き
な
い
作
業
を
必
要
と
す
る
人
と
、
支

援
者
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い
、
集
め
た
情
報

と
地
図
を
頼
り
に
被
災
者
支
援
に
奮
闘
し

た
。
支
援
を
行
う
中
で
地
元
の
人
と
つ
な
が

り
が
で
き
、「
人
吉
は
人
が
い
い
」
と
笑
顔

で
話
す
。

　

災
害
後
、
街
中
の
飲
食
店
は
休
業
や
閉
店

で
、
飲
食
で
き
る
場
所
が
激
減
。
料
理
好
き

で
飲
食
店
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
人
吉
で
食
堂
を
開
く
こ
と
を
決
意

し
た
。
開
業
に
向
け
、
紺
屋
町
に
あ
る
被
災

物
件
を
自
分
の
手
や
仲
間
の
力
を
借
り
て
改

修
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
業
だ
っ
た
が
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
支
援
や
応
援
の

声
に
押
さ
れ
、
不
安
よ
り
も
自
信
の
方
が
大

き
か
っ
た
。

　

子
ど
も
が
好
き
で
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
も
関
心
を
持
つ
。
今
後
は
幼
い

子
ど
も
が
一
緒
で
も
気
兼
ね
な
く
利
用
で

き
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は
防
災
拠

点
に
で
き
る
よ
う
店
舗
を
改
修
し
て
い
く
。

「
困
っ
た
と
き
に
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
頼

れ
る
よ
う
な
場
所
に
し
た
い
」

被災地支援をきっかけに
人吉に移住し食堂を開いた

小林 始佳さん（西間下町）

こばやし はるか
平成５年11月11日生まれ。天草市出身。尚絅（しょうけ
い）大学で地域づくりについて学び、卒業後は熊本市内
のカフェバーに勤務。熊本地震をきっかけに、一般社団
法人熊本支援チームに所属。令和２年７月豪雨災害でも
チームの一員として人吉に駆け付け、支援を行った。令
和３年10月に移住。令和４年２月に紺屋町で「笑顔食堂」
をオープン。

▲��１階が食堂、２階は今後防災拠点に改修
予定
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